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なぜ統計が重要なのか？
統計の役割は？

いっしょに考えてみましょう



目 次

第１部 なぜ、統計が必要か～統計の見方

統計の役割について、 いろいろな統計を
見ながら考えてみましょう。

第２部 統計の使い方
統計利用の注意点

1. 調査結果を眺めよう

2. 調査結果を表現しよう
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第２部

統計の使い方

統計利用の注意点
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統計づくりの大きな流れ

問題
発見 分析

実行

表現



「先生が言っているから」といって、
鵜呑みにしない。

• 自分の目で、データを確認しよう。

• 自分の頭で、データから考えよう。

• 現実と結びつけて考えよう。
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• 調査結果は、県や国など、いろいろなと
ころで公表されている。

• データの結果を見れば、調査結果の使
われ方や意義などを確認できる。

• より深い分析を行えば、新たな発見や将
来の指針に気づくこともできる。
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Ⅰ 調査結果を眺めよう



しまね統計情報データベース

http://pref.shimane-toukei.jp/


基幹統計（53統計）をはじめ、国が作成する
各種統計を探すことができます。 7

https://www.e-stat.go.jp/


統計の区分

【一次統計】

• 詳しい調査で構造を把握
– 全数調査等

• 簡易な調査で動きを把握
– 標本調査等

【加工統計】

• 両者を組み合わせて、全
体の動きを知る

⇒なるべく複数のデータをチェックしよう

【一次統計】

構造統計

詳しく構造
を把握

動態統計

簡易な調
査で動き
を把握

【加工統計】
（二次統計）



「実数」と「割合」の両方に注意

• バードストライクが100件
ほど増えているが…

（飛行機に鳥が衝突する
ことによる事故）

・離着陸回数全体が大きく増えて
いるため単純比較は無理

・割合はほぼ同じかやや減少
国交省HPより
http://www.mlit.go.jp/koku/koku_fr1
5_000015.html

注意すること（１）

http://www.mlit.go.jp/koku/koku_fr15_000015.html


比べる範囲に注意

• 「反社会学講座」http://pmazzarino.web.fc2.com/から。詳しくは、ちくま文庫の同書を。

少年凶悪犯罪のデータ

• 一見、最近、凶悪犯罪が急
増しているように見えるが…

• 実は最近の変化だけを
拡大したもの。

注意すること（２）

http://pmazzarino.web.fc2.com/
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同じ平成22年の人口ピラミッドで

も、区分を変えると、全然違う感じ
になってしまいます。

出典：総務省「国勢調査」

見せ方に注意

注意すること（３）



統計を見たり、使ったりするときの注意

1. 表題をよく読む

2. 頭注・脚注・資料出
所などをよく見る

3. 単位を確かめる

4. 比率については、何
を何で割ったものか
をよく調べる

5. 指数については、基
準に十分注意する

6. 平均だけでなく、散ら
ばりもよく調べる

7. 相関関係が強いから
といっても、一方が
他方の原因であると
すぐに決めない

8. 標本の選ばれ方が
無作為であるかない
かに注意する

9. 統計グラフを見誤ら
ない

島根県「中学生のための統計」p.62



「統計のウソを見破る五つのカギ」

• 誰がそういっているのか（統計の出所に注意）
– 調査ソースがしっかりしていても、誰がコメントしているか、全面的に支持
できるかを確認。

• どういう方法でわかったのか？（調査方法に注意）
– どんなサンプルに対する調査か。回収率（回答率）はどれくらいあるか。

• 足りないデータはないか？（隠されている資料に注意）
– 母数はいくつで、何と比較しているか。単なる相関関係を因果関係と思い
込んでいないか。

• いっていることが違ってやしないか?
（問題のすり替えに注意）
– 関係ないものと比較していないか。

• 意味があるかしら？（どこかおかしくないか？）
– 数字と現実とがずれていないか。数字が正確すぎないか。

（ダレル・ハフ 1968 「統計でウソをつく法」 講談社ブルーバックス より）



１ データを集める前に

データが集まれば

• 過去との比較や、他地域などと比較することがで
きます。

• ものごとの特徴や、相互の関係がわかります。

• その結果から、言いたいことを、よりわかりやすく
することができます。 14

まず、言いたいことを決めましょう。
言いたいことにあわせた資料集めが効率的。
「とりあえずデータを集めれば何か言えるだろう」では、

時間も手間も無駄が多くなってしまいます。

Ⅱ 調査結果を表現しよう



統計を作るときの注意
1. 「調査のめあて」をはっきりさせる。

何のために、どういうことを知りたいか
ということを初めにはっきりさせる。

2. 「調査の相手」をはっきりさせる。

何を調べるのかをはっきりさせること
はもっと大切なこと。このとき、調査す
る時間や場所もはっきりさせなければ
なりません。

3. 「調査の方法」をはっきりさせる。

① 調査票を家に持って帰って､家の人に
書いてもらうか､自分で記入するか。

② 自分たちで観察・実験・調査し、記録
するか。

③ 直接相手に会って聞き取り､調査票に
記入するか､相手に記入してもらって､
後で集めるか。

④ すでにできている記録を集めるか。

4. 「どういうことを調査するか」をはっ
きりさせる。

調査の目当てや調査の方法などと考
え合わせながら決めます。

5. 統計材料を集め､それを分類整理
して集計し､統計表やグラフに表
す。
このとき注意しなければならないこと

① 調査のめあてに合った分類を考え、
集計表を作る。

② どのような手順で集計したら早く正し
くまとめることができるかを、あらかじ
め考えておく。

③ 調査の結果を正しくわかってもらうた
めにはどのような統計表やグラフを
作ったらよいか考える。

（島根県「やさしい統計のはなし」p.62より）



２ いろいろなデータの集め方

観察 かぞえてみよう
（今和次郎（2011）「今和次郎 採集
講義」（青幻舎）より）
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調査・アンケート

聞いてみよう

実験
試して

みよう

その他
新聞、インターネット、図書館など

測定
はかって
みよう



３ 統計情報のまとめ方
統計表と統計グラフの長所と短所
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長 所 短 所

統

計

表

○ 数字を詳しく表せる。

○ 狭いスペースに、かなり

多くのことが書ける。

○ 慣れてくると、いろいろな

内容・関係がわかる。

○ 全体の特徴や傾向をつ

かみにくい。

○ 簡単に書けるが、すぐに

は理解しにくい。

統
計
グ
ラ
フ

○ ひと目で全体の様子が

わかる。

○ 工夫すれば、だれにでも

わかりやすく親しみやす

い。

○ おおよその数しか表せな

い。

○ 情報の全部を一つの図

には表せない。

○ 作成に手間や時間がか

かる。
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４グラフのいろいろ
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棒グラフ

折れ線グラフ

統計地図

円グラフ

数値の単純な比較、
時間的変化を示す

時間的変化を示す

集団の質的
構造を表す

地域的分
布を示す

点グラフ

数値の単純な比較、

二つの量の間の関係
を表す

わかりやすくなるよう
工夫を

箱ひげ図 ちらばりを示す



目的別にみた主なグラフの表現

比較 内訳 推移 相関 分布

棒グラフ ◎ ○ ○ △ △

ヒストグラム ○

帯グラフ ○ ◎ ○

円グラフ ○ ◎

折れ線グラフ △ ◎

レーダーチャート ◎ ○ ○

散布図(点グラフ) ○ ◎ ◎

統計地図 ○ ○

箱ひげ図 ○ ○
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4-1 棒グラフ

70

72

74

76

78

80

S60 H2 H7 H12 H17

（万人） 島根県の総人口

０

20

数値を単純に比較
時間的変化を示す

起点は０に
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現象を強調し
たくないとき

見せ方で印象が大きく変わることにも注意。



4-2 ヒストグラム
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データの散らばり方を示す
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・棒グラフの一種
だが、縦軸（Y軸）

は度数の散らばり
を示す。
横軸（X軸）は量的

データで、連続性
があるため、棒を
ひっつけて書く。

平成27年国勢調査における都道府県別人口総数のヒストグラム



4-3 帯グラフ
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平成22年

平成27年
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集団の質的構造を表す
並べることで、推移も

島根県の４区分人口～国勢調査より



4-4 円グラフ
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平成27年国勢調査島根県年齢別人口

15歳未満人口 15～64歳人口 65～74歳人口 75歳以上人口 23

集団の質的構造を表す



島根県鉱工業指数

さまざまな産業の生産を指数化して、製造業全体の動きとして示している
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4-6 統計地図

地域的分布を示す
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4-7 点グラフ（散布図）
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二つの量の間の関係を示す

強い関係性があっても、因果
関係があるとは限らない！
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県計
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平成17～22年、22年～27年の人口増減率の
推移（市町村別）

・斜線よりも上は、H22～H27の人口減
が、H17～H22よりも緩和した市町村。
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県計
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旭町（64.1%,-13.2%）→

平成17～22年、22年～27年の人口増減
率の推移（新19市町村・旧59市町村）

・赤は2015年現在の市町村
区分による合併した市町村
・斜線よりも上は、H22～H27
の人口減が、H17～H22より
も緩和した市町村。



29

• 多数の項目の数字を線
で結んだグラフ。特性
の比較ができる。

• 「特化係数」は、各産業
が全国と比較してどの
程度の水準にあるのか
を示す指標。

– 県生産額構成比
÷国生産額構成比

– １を超える産業は、その
産業の構成比が全国よ
りも高い水準にあること
を示す。
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水道
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金融・保険
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平成１７年

4-8 レーダーチャート 複数の指標をまとめてみる。
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平成２３年

島根県産業連関表「12部門別の特化係数」



2010年・2015年国勢調査における都
道府県別人口総数の箱ひげ図
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• データのちらばりを示す。
集団間の比較もできる。

• 用いるのは、最小値、第1
四分位数、中央値、第3四
分位数、最大値。

– 四分位数とは、「全てのデー
タを小さい順に並べて四つ
に等しく分けたときの三つの
区切りの値」。

– 詳しい定義や作成方法は、

「なるほど統計学園高等部」
http://www.stat.go.jp/kouko
u/howto/process/graph/grap
h5.html

4-9 箱ひげ図 データのちらばりを示す

http://www.stat.go.jp/koukou/howto/process/graph/graph5.html


統計解析へ

説明変数(X)
×目的変数(Y)

適したグラフ 発展形の例

質 × 質 積み上げ棒グラフ
分割表の独立性の
検定

質 × 量
層別の箱ひげ図、
層別のヒストグラム

平均の差の検定、
分散分析

量 × 量 散布図
回帰分析、重回帰
分析

量 × 質
散布図（ただしYは
離散）

ロジスティック回帰
分析
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５ うまく伝えるために

問題解決のステップが参考
になる！

わかりやすいグラフに
しよう

–書き込みしすぎたり、意
味のない飾り（立体化
など）はつけない。

–基点は０にしよう（特に
棒グラフ）。

–意味のある比較をしよ
う。

–目的に合ったグラフを
選ぼう。

32

stepⅢ：対策

stepⅡ：因果・メカニズム

stepⅠ：現象

現象を正しくとらえる

その現象の因果・メカニ
ズムを究明し原因を特
定する

特定した原因への対策
を講ずる



大切なのは役に立つこと

数学的分析だけでは問題は解決できない

• 問題を見つける力（問題発見力）
–現場にも足を運んで、いろいろな経験を

• 問題を解く力（分析力）
–数学的な分析

• 結果を使わせる力（実行・表現力）
–プレゼンや具体化の力

– KKD（勘・経験・度胸）も大事

33（参考 河本薫（2013）「会社を変える分析の力」講談社現代新書）



分析者９ヶ条

1. ビジネスの現場に出
よう。

2. 整理整頓を心がけ
よう。

3. なぜ? なぜ? なぜ?

4. データをビジュアル
化しよう。

5. 他人のデータを疑お
う。

6. simple is better

7. ざっくり計算。

8. 文章を書こう。

9. うまくいかなければ、
目的に立ち返ろう。

34
（参考 河本薫（2013）「会社を変える分析の力」講談社現代新書）
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統計は世の中を映す鏡、未来を照らす光です！
統計調査にご理解とご協力をよろしくお願いします。

Ｐｈｏｔｏ ｂｙ Ｉｍａｏｋａ


